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人と地球の明日のために
私たち朝日工業社は、創業以来一貫して「快適環境・最適空間」の創造に取り組み、

人々の豊かな暮らしと社会の発展に貢献してきました。

今日、設備や地球環境保全に対するお客さまや社会のニーズがますます多様化、高度化する中にあっても、

当社は「空気･水･熱のエンジニアリング企業」として、さまざまな期待に確実にお応えしています。

そして「人と地球の明日のために」、

朝日工業社はこれからも、「社会に貢献できる企業」であり続けることを目指して、

積極的な取り組みを続けていきます。

コーポレートメッセージ

免責事項

２０１３年８月 （次回発行予定：２０１４年８月）

お問い合せ先
株式会社朝日工業社　経営企画室
TEL：０３－３４３２－５７１３　FAX：０３－３４３５－０５７８
※本レポートは当社ホームページにも掲載しています。
  http://www.asahikogyosha.co.jp
※アンケートを添付しています。本レポートへの忌憚のないご意見
をお寄せください。

対象組織
株式会社朝日工業社単体を基本とし、内部統制やコンプライアンス
などに関してはグループ全体を対象としています。また、業績は連
結の数値を使用しています。

対象期間
２０１２年度（２０１２年４月１日～２０１３年３月３１日）を基本とし、必
要に応じて２０１１年度以前および２０１３年度以降の活動内容も記
載しています。

環境省「環境報告ガイドライン（２００７年版）（２０１２年版）」
ＧＲＩ「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第三版」

本レポートをお読みいただくにあたって

発行時期

本レポートの対象範囲

参考としたガイドライン

ＣＳＲマネジメントＣＳＲマネジメント

社会性報告社会性報告

環境報告環境報告

c o n t e n t sc o n t e n t s

本レポートは、朝日工業社の企業理念、企業行動憲章に基づいた
ＣＳＲ（企業の社会的責任）に対する考え方や方針について、また
事業活動を通じて当社が果たすべきＣＳＲとそれへの取り組みの
状況を、ステークホルダーの皆さまに広くお伝えするためのもの
です。
本レポートの制作にあたっては、皆さまにご理解いただくことを第
一と考え、分かりやすさと情報の正確さを心掛けました。
これからも朝日工業社は、皆さまのご支援ご協力のもと、ＣＳＲ
に対する有効かつ有意義な取り組みを進めていきます。

本レポートには、朝日工業社の過去と現在の事実だけでなく、発
行日時点における計画や見通しなどの将来予測が含まれていま
す。この将来予測は、記述した時点で入手できた情報に基づいた
仮定ないし判断であり、諸与件の変化によって、将来の事業活動
の結果や事象が予測とは異なったものとなる可能性があります。
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コーポレートメッセージ

本レポートをお読みいただくにあたって

会社概要 / 朝日工業社の歩み

事業内容・事業領域

最新技術・製品紹介
ACOSTM「朝日＿中央熱源＿最適制御＿システム」
ＳＲ-Ｅ「排気用HEPAフィルタの自動リーク検査装置」
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大正１４年４月３日、当時の中核産業である紡績業の
工場技師であった創業者 髙須茂は、自らが発明考案した
温湿度調整や噴霧給湿、真空除塵などの技術を広く世の
ために役立てたいとの想いから、大阪市に合資会社朝日
工業社を設立しました。
設立直後は昭和大不況、また第二次世界大戦の足音

が徐々に強まる不安定な時代ではありましたが、朝日工
業社の技術は高く評価され、全国各地の紡績工場を中心
に受注が相次ぎ、比較的順調にスタートを切りました。
昭和３年には東京出張所を開設し、昭和１５年には株

式会社に改組しました。 

その技術を広く世のために
 ～志高く、朝日工業社 創業～

創業者　髙須 茂

創業
1925～

戦後、日本経済が復興の兆しを見せる中、朝日工業社
は紡績工場の再開や官公庁の復旧新築などの工事を通
じて、微力ながら新たな国づくりに尽くしました。また、北
海道、福岡、名古屋、仙台、広島に出張所を開設し、全国展
開をスタートさせました。
高度経済成長期においては、お客さまと社会の期待に

応えるべく、産業施設やオフィスビルの空気調和設備工
事に積極的に取り組み、業容の拡大を図るとともに、ＶＡＶ
方式用ユニットの開発などの省エネ空調システムにも早
くから取り組み、実績を残しました。
また、昭和４５年に本社を大阪から東京に移し、昭和４６

年に東京証券取引所市場第二部へ、昭和４７年に大阪証
券取引所市場第二部へ上場しました。

お客さまと社会の期待に応える
 ～戦後復興、高度経済成長へ貢献～

成長
1945～

時代が急速に近代化、ＩＴ化へと進む中、朝日工業社は、
ハイテクビル、インテリジェントビル、計算センタ－、病院、
薬品工場および各種研究所等の空気調和・衛生設備の
設計と施工を通じて、産業界の発展に寄与しました。特
に、日本の先端技術をリ－ドした半導体の製造工場に対し
ては、「技術の朝日工業社」としての高度な技術力を駆使
し、超クリーンルーム化を実現しました。また、昭和５９年
には、蓄積した空気調和技術をもとに、半導体製造に必要
なクリーンチャンバ等を製造販売する機器事業部を開設
しました。
なお、昭和５４年に、東京と大阪の両証券取引所におい

て市場第一部銘柄の指定を受けました。

「技術の朝日工業社」として
 ～近代化、ＩＴ化への対応～

近代化
1975～

地球環境保護意識の高まりに合わせ、省エネルギーや居
住・作業環境技術の開発に取り組み、省エネ制御システム
やエンバイロメンタルチャンバ等の環境制御技術を確立し
ました。また、バイオ・アグリ関連施設向けの技術開発、省
エネシステムの提案を含めたリニューアル事業など、朝日
工業社はその事業活動こそが環境保護＝ＣＳＲであると考
え、各種業務提携による営業活動、海外事業の取り組みも
併せて、積極的な事業展開を図っています。 

私たちの事業活動こそがＣＳＲ
 ～地球環境保護への取り組み～

環境
1989～現在

社　　　名 株式会社朝日工業社
 ASAHI KOGYOSHA CO.,LTD.

創　　　業 １９２５年（大正１４年）４月３日

設　　　立 １９４０年（昭和１５年）８月８日

代　表　者 代表取締役社長　髙須 康有

資　本　金 ３８億５,７１０万円

本社所在地 東京都港区浜松町一丁目２５番７号

従 業 員 数  ８９１名<単体>　９２０名<連結>
 ※２０１３年３月３１日現在
上 場 金 融
商品取引所 

建設業許可
国土交通大臣許可（特－２１）第２８２２号
●管工事業
●建築工事業
●電気工事業
●機械器具設置工事業

国土交通大臣許可（般－２１）第２８２２号
●消防施設工事業

グループ会社 
北海道アサヒ冷熱工事株式会社
旭栄興産株式会社
亞太朝日股份有限公司
ASAHI ENGINEERING （MALAYSIA） SDN. ＢＨＤ.

❶設備工事事業
下記の環境整備に関する諸設備の設計・施工ならびに監理

●空気調和・換気設備
●給排水・衛生・消火設備

●工場配管・乾燥・除塵設備
●クリーンルーム設備

❷機器製造販売事業
環境制御に関する装置の設計・製造ならびに販売

主要な事業内容

東京証券取引所（第一部）

朝日工業社の歩み

会社概要

創業以来88年間、朝日工業社は常に、確かな技術力と真摯な取り組みを持って、さまざまな時代のニーズに応えてきました。
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半導体露光装置用
エンバイロメンタルチャンバ
半導体生産の心臓部である
露光環境を整える精密環境
チャンバ。最先端の露光装置
にも採用されています。

超微粒子も通さないクリーン
ルーム、一定条件に制御され
た低温室、低湿室、高湿室。半
導体・液晶・食品など、製品に
よって異なる高水準の環境
ニーズに当社独自の技術で
応えます。

生産環境

空気中の細菌を除去・制御
するバイオロジカルクリーン
ルームや、殺菌・滅菌により
水や空気中の汚染源を絶つ
バイオハザード技術が、｢空
気｣を守り、「命」を守ります。

健康･医療環境

空気・水・熱のトータルな環境
制御をはじめ、自動制御によ
る安全性の確保まで。
各種空調方式をシミュレー
ションし、大空間に最適な設
備を提案します。

微妙な水質管理や水温制御
などの多様なウォーターテ
クノロジーが、水を利用した
さまざまなレジャー施設で
活かされています。

レジャー環境

生活基盤の一つとなった交
通網や、モバイルの普及によ
りさらに拡がる通信網。安全
性や利便性の向上につなが
る空調･防災技術や高度なコ
ントロール技術が求められて
います。

交通･通信環境

業種や用途にあったインテリ
ジェントビル化に対応。設計･
施工･保守に至るまで、省エネ
ルギー対策や個別空調等によ
るオフィスアメニティの向上を
図ります。

ビジネス環境

高性能エア供給装置
「ASCシリーズ」
半導体・液晶製造装置および各種産業分野への精密制
御機器として開発された、高精度に温度コントロールし
たエアを吹き出すユニット。

高効率
顕熱空調機
精密な温度コントロールにお
いて従来から必要とされてき
た過冷却→再熱のプロセス
を不要とし、冷却のみでダイ
レクトに精密な温度コント
ロールを実現する新しいタイ
プの省エネ型空調機。

温湿度、気流制御等に配慮
した柔軟性のある空調環境
を実現して、人々に快適空間
をもたらすとともに、高価な
商品の品質管理に不可欠な
保管システムも提供します。

生活・文化環境 流通環境

病院、介護施設等

学校、会館、ホテル、
コンサートホール等

空港、駅、テレビ局、
電話中継所等

一般オフィスビル、
高層ビル等 水族館、プール等

工場、研究所等

ショッピングセンター、デパート、
地下商用施設、市場等

主に空気調和設備工事と衛生設備工事を通じて、人々が集い活動する空間、
食品や半導体などの製品が生み出される空間、人の健康を守り心身を休める空間など、
人と社会が求めるあらゆる空間の創造に取り組んでいます。

設 備 工 事 事 業

空気調和設備工事で培ってきたクリーン化技術や熱流体制御技術を活用して、
半導体や液晶パネルの製造装置などの先端産業向けに精密環境制御機器を
自社で開発・設計・製作し、確固たる実績を上げています。 

機 器 製 造 販 売 事 業

液晶露光装置用
エンバイロメンタルチャンバ
多様化、拡大化する液晶の基
板サイズに対応した大型環境
チャンバ。高精細の液晶パネ
ルにも対応しています。

主な製品

機器製造販売事業

設備工事事業

（2013年3月期、連結）
売上高59,496百万円

5,572百万円

53,924百万円
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受注高

設備工事事業

事業内容・事業領域

機器製造販売事業

朝日工業社は、空気･水･熱の科学に基づく高度な技術によって、「快適環境・最適空間」を創造することを使命とし、
「設備工事事業」と「機器製造販売事業」を展開しています。



『ACOSTM』制御盤

　

改正省エネ法の施行や近年の電力不足などでますます
省エネに対する関心が高まっている中、さまざまなお客さま
のご要望に応えるために、複数熱源の最適運転制御システ
ム『ACOSTM』を開発しました。
『ACOSTM』は、同種または異種の複数熱源が混在するシ
ステムにおいて、負荷熱量と外気温度湿度、熱源機器情報を
入力し、コストまたは原油（CO２）換算のいずれかが最適とな
る熱源系統の組合せをシミュレーションして、熱源および冷却
塔などの周辺機器を含めた一次側全体の総合運転制御を行
うシステムです。また、従来制御（規則的固定順序での台数
制御）と比較した省エネ効果やエネルギー消費量の見え
る化を可能としています。
熱源種類は、ターボ、スクリュ、チラー、吸収式（ガス，油，蒸

気）と幅広く、１から最大６系統の熱源に対応できます。
システム構成は下図の通りですが、大別して「熱源情報

ファイル」、「熱源シミュレータ」、「制御システム（専用制御
盤）」、「WEBシステム」から構成されています。

省エネ要素

『ACOSTM』の省エネ要素について、従来制御との比較を
下表に示します。さまざまなニーズに対応可能とするため、熱
源の最適組合せだけでなく、外気露点温度／負荷率による冷
水設定温度の自動可変設定、補機動力の可変制御、熱源単
位でのフリークーリング有効／無効設定にも対応し、一次側
にて最大限実現可能な省エネ対策を行うことができます。
対象設備の熱源が単系統の場合は、表中１～３項の

省エネ要素が対応可能となります。

省エネ効果試算例

熱源シミュレータにより、『ACOSTM』導入前に効果の簡
易試算が可能です。コスト優先と省エネ優先の熱源比較、
改修工事前後の比較、フリークーリングの効果などを容
易に試算することができます。
省エネ効果試算の一例を以下の通り示します。「従来制

御と『ACOSTM』の省エネ要素比較」表の省エネ要素を全
て適用した場合、年間３０％程度のコスト削減効果が得ら
れる試算となります。

実機による省エネ効果例

水冷チラーでの電力削減効果例です。

制御盤概要

従来制御と『ACOSTM』の省エネ要素比較
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系統数 １ ２ ３ ４ ５ ６

外形寸法 ８００W×４００D×１，０００H
壁掛型（架台付属：７００H）

８００W×４００D×１，９５０H
自立型

電源容量

構造

電源電圧

材質

塗装

１φ２W　 AC２００ or １００V　 ５０/６０Hz

屋内閉鎖型

２０A（ブレーカ容量）

SEHC-P（電気亜鉛メッキ鋼板）

メラミン焼付　２．５Y９/１

運転指令
各種設定

メンテ（VPN回線）
警報通知メール

定期レポート
リアルタイムデータ

状態確認

熱源機器
運転・制御信号
（１～６系統）

対応熱源：
ターボ、スクリュ、
吸収式、チラー

熱源情報ファイル
（Excel）

（Excel：Visual Basic）
１２点の条件から、
机上で簡易効果予測

系統ごとの
部分負荷特性、
補機情報等

外気、負荷情報
入力エネルギー等
（AI常時入力）

熱源情報
（csv）

簡易表示器

メモリ

ログデータ
履歴等

WEB

１２
１５
２０
２５
２９
３２

冷却水
温度

負荷率
（％）

２５

２０

１５

１０

５

０
０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

C
O
P

１

２

３

４

一定

定速

無効

運転順序固定

従来制御 『ACOSTM』 備考

可変制御

熱源単位で有効選択

最適な組合せを選択

外気露点、負荷率
により可変

フリークーリング期間拡大
熱源単体COP向上

フリークーリング時も有効
熱源単位で設定可能
湿球温度等から
自動切換

コスト、原油（CO2）換算

冷水設定温度

補 機 動 力

フリークーリング

熱 源

専用制御盤

熱源制御
システム

熱源シミュレータ

●『ACOSTM』 システム構成

削減率負荷従来電力省エネ電力 湿球温度 ＭＯＤＥ

３　
　
　
　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　

１　
　
　
　
　
　
　

０

４８

４４

４０

３６

３２

２８

２４

２０

１６

１２

８

４

０

電力・負荷（kW）／ 温度（℃） MODE[－]／削減率

運転MODE １：夏期、２：中間期、３：冬期運転MODE １：夏期、２：中間期、３：冬期

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

年間削減電力：26.7％年間削減電力：26.7％

外気 ,負荷条件

１月 ２月 ３月 ４月５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月

負荷（kW）

負荷（kW）

外気温度（℃）
外気湿度（％RH）

外気温度
（℃）

外気湿度
（％RH）

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

８０．０
７０．０
６０．０
５０．０
４０．０
３０．０
２０．０
１０．０
０．０

試算結果（コスト優先）

最適
制御

従来
制御

１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月

１，１３３
１，１３３
１，６５５
６，７１３
８，８１４
１３，２９７
１６，２６４
１６，４９４
１３，９１５
９，０２２
６，６７３
１，６５５
８，１３１
８，１３１
８，７８５
１０，２７６
１１，４５７
１３，８９５
１６，３６４
１６，５９５
１４，４４７
１１，６４０
１０，４２３
８，７８１

FC
FC
FC
○
○
○
○
○
○
○
○
FC

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

FC
FC
FC
○
○
○
○
○
○
○
○
FC

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

１２．００
１２．００
１２．００
１２．００
９．８９
７．９１
７．００
７．００
７．４１
９．７４
１１．４３
１２．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００
７．００

熱源 コスト
円 /h

冷水設定
℃１号機 ２号機 ３号機 ４号機

熱源

１号機
２号機
３号機
４号機

１，０５５
２，１１０
１，０５５
１，４０７
５，６２６

吸収冷温水機（ガス）
水冷定速ターボ
空冷スクリュ
水冷 INVターボ

種類

総合冷却能力

能力（kW）
　
可

可

FC

年間改善率
３０．３４％

削減コスト
 ３，０３５万円

（原油削減 :
  ４８２．６kL）
省エネ制御
従来制御

省エネ効果試算例

エネルギー単価　　電力：１３．５円／kWh、ガス：８０．４円／m3N

１８，０００
１６，０００
１４，０００
１２，０００
１０，０００
８，０００
６，０００
４，０００
２，０００

０ １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

コスト特性（円／ｈ）

注）ＦＣ：フリークーリング

注）ＦＣ：フリークーリング

熱源全体の省エネに貢献。
最大６系統の
熱源機器に対応。

熱源全体の省エネに貢献。
最大６系統の
熱源機器に対応。

ＡＣＯＳTM 
「朝日_中央熱源_最適制御_システム」
ＡＣＯＳTM 
「朝日_中央熱源_最適制御_システム」

最新技術・製品紹介
朝日工業社は、「空気・水・熱のエンジニアリング企業」として、人と社会が
必要とするさまざまな「快適環境・最適空間」を創造するための技術開発、
製品開発に取り組んでいます。今回は、最適運転制御システム『ＡＣＯＳＴＭ』
と自動リーク検査装置『ＳＲ-Ｅ』をご紹介します。



作業者の安全のために。
外部への流出防止を
チェック。

作業者の安全のために。
外部への流出防止を
チェック。
近年、抗ガン剤、ホルモン剤等の高活性医薬品を製造

する施設が増加しています。高活性医薬品は少量でも薬効
が高い場合が多く、作業者への労働安全衛生面から、また
品質保証の観点からより高い交叉汚染防止策が要求されて
います。
一般的に、高活性医薬品用の製造装置はアイソレータと

呼ばれる装置内に設置され、アイソレータ外へ高活性材料
が漏洩しないように給気や排気にHEPAフィルタを設けて
います。さらに、何らかの原因で高活性材料が室内に漏洩し
たときの安全対策として室からの排気にはHEPAフィルタ
が装着されています。このように、外部への流出防止のため
には、排気に用いられているHEPAフィルタが大変重要で
すので、完全性すなわちリークがないことを検証する必要が
あります。
現在のリーク検査は手測り方式で行いますが、より確実

性を高めるためには自動リーク検査が不可欠となります。
そのようなニーズへの対応として、排気用HEPAフィルタ
の自動リーク検査装置『SR-E（Scanning Robot for an 
Exhaust-air HEPA filter）』を開発しました。

　　　　　

自動リーク検査装置『SR - E』

【  特　徴 】
高信頼性
 ・ ISO１４６４４-３（２００５）に準拠した検査手法採用により、
  リーク検査の精度が向上
 ・ 作業者のスキルへの依存がなく、信頼性が向上
 ・ リアルタイムでのリーク箇所チェックが実現
省力化
 ・ 検査作業が簡易化・効率化
 ・ 自動合否判定・再測定機能
 ・ 検査レポートを自動作成

合否判定機能

『SR-E』は、１秒ごとのカウント数をコンソール部の液晶画
面上に表示し、許容観測値を超えた箇所は一通りのスキャニ
ングが終了した後、自動で再測定します。これら結果はPDF形
式でファイルに出力され、ドキュメントとして保存されます。

おわりに

本製品『SR-E』は、排気用HEPAフィルタのリーク検査
の自動化のために開発しました。排気ユニット内への常設
あるいは検査時のみ設置することも可能としており、建設
が増加していくと考えられる高活性医薬品製造施設での、
高活性薬剤の“外部への流出防止”を確実に評価するため
の装置として、今後のニーズの高まりに期待するとともに、
軽量化や防滴対応への改良も検討していきます。

『SR-E』（フィルタサイズ６１０×６１０対応）の主な仕様

計測結果レポート例

排気用HEPAフィルタユニットに装着した
『SR-E』とコンソール部

最新技術・製品紹介

ＳＲ-Ｅ
排気用HEPAフィルタの自動リーク検査装置
（Scanning Robot for an Exhaust-air HEPA filter）

ＳＲ-Ｅ
排気用HEPAフィルタの自動リーク検査装置
（Scanning Robot for an Exhaust-air HEPA filter）
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●高活性医薬品製造施設用
　空調システム例

●排気用HEPAフィルタユニット外観図

●リーク検査方法比較
　レーダーチャート

空調機械室 　or

フィルタフレーム
からの距離

装置本体寸法／
重量

最大動作範囲

コンソール部寸法

判定機能

走査速度

サンプリング流量

検査対象粒径

計測間隔

３０mm

７６８W×７６６D×３２５H／約１２kg

６１０mm×６１０mm

５７０W×７６７D×１，５９４H

設定判定基準値との比較による
自動合否判定および再測定機能

５０mm/s

２８．３L/min

０．３μmまたは０．５μm

１秒

項　目 仕　様

フィルタサイズ（mm）
測定点数（個）
上流エアロゾル濃度（個 /ft^3）
リーク期待値 Npa（個）
許容観測値 Ca（個）
総合捕集効率（％）
ファイル名
測定日時
測定者

X=610 Y=610
352
1800000
9.0
3
99.9989583%
201204231436test001.FDT
2012-04-23 14:36:28

0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

1 1 1 0 0 0 1 1 3 1 0 0 1 1 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0

1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0

1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 1 2 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 1 0 0 0 1 0

0 0 0 0 3 1 2 0 0 1 0 2 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

3 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0

５

４

３

２

１

０

信頼性

作業者安全性イニシャル
コスト

作業性（機動性） 作業時間
（含、準備作業）

『SR-E』（常設型）
『SR-E』（検査時設置型）
手測り（従来型）

PB

アイソレータ

排気用HEPA
フィルタユニット

室内

ダンパ部

スキャニング部

吸込口部

HEPAフィルタ部

『SR-E』本体

（a）正面図 （b）側面図

HEPAフィルタ用途分類

給気用
排気用
排気用（バックアップ用）

OA

EA

EA

『SR-E』を試験用架台へ設置した様子

原点

x方向

y方向

排気用HEPAフィルタユニット

室内からの排気部に設置される排気用HEPAフィルタ
ユニットの例を図示します。『SR-E』は本タイプのユニット
に設置可能な装置として開発しました。



１９７１年（昭和４６年）に設置した本社開発部を発展させ、新たに当社の研究開発の中心組織
として１９８３年（昭和５８年）に開設した技術研究所は、２０１３年に開設３０周年を迎えました。
技術研究所はこの間、設備工事業を支援するためのコア技術の開発や性能評価業務を行うと

ともに、クリーンテクノロジー、バイオロジカルクリーン、工場・オフィスの空調、空気浄化と脱臭、
省エネルギーと地球環境対策、さらにはアグリまで、さまざまな分野で「快適環境･最適空間」の
創造のための研究開発を進め、半導体や液晶露光装置用「エンバイロメンタルチャンバ」、実験動
物飼育用「FLAT」システム、噴流式ガラス基板温調システム「クリスタルジェット」などの差別化
技術や製品を数多く生み出してきました。
これからも、「お客さまと社会に貢献できる研究開発」に、研究員一同、積極的に取り組んでいきます。

「お客さまと社会に貢献できる研究開発」を推進します。 技術本部 技術研究所長　本田 重夫

マレーシアには既に多くの日本企業が進出していますが、今後も日系企業の進出や事業拡大
が見込まれるため、２０１２年１１月に「ASAHI ENGINEERING（MALAYSIA）SDN.ＢＨＤ.」 
（以下、AEM）を設立しました。
工場、特に精密部品等の生産施設をマレーシアで建設する日系企業は高度な空調衛生技術
を必要とされます。AEMは、朝日工業社の技術支援を受けながら地元に密着して着実に実績を
積み上げるとともに、朝日工業社グループの東南アジアにおける拠点としての役割を果たせる
よう頑張ってまいります。

マレーシアに新子会社設立　 代表取締役　磯野 一智

　　　　 ASAHI ENGINEERING （MALAYSIA） SDN.BHD.

「亞太朝日股份有限公司」（以下、亞太朝日）を台湾に設立し早１７年が経過しました。設立
当初は厳しい経営状況の時もありましたが、日系企業のお客さまから受注した工事に真摯に
取り組むことで信頼を得、現地社員の育成にも注力して、現在は相応の営業基盤、経営基盤
を構築できたものと考えます。また昨年は営業項目の変更を行い、全ての設備工事への参
入が可能となりました。台湾も日本国内同様、非常に厳しい経済環境にありますが、亞太朝日
の社員全員が心を一つにし、新たな顧客開拓を進めて、さらに安定した経営を目指してま
いります。

経営のさらなる安定を目指して　 總経理　津江 信光

期待に応える研究開発 ～技術研究所  開設３０周年～

実験動物飼育装置「FLAT」

座席空調システム

室内環境シミュレーション室
（ソーラーシミュレータ）

光触媒脱臭装置「デオシグナル」

クリーンルーム試験室
ISOクラス１

ディスプレイスメント空調システム

技術研究所は、多様化、細分化する環境への要求に高度な技術力に基づく研究開発で応え続け、２０１３年３月に開設３０
周年を迎えました。これからも時代の変化とお客さまのニーズに俊敏に対応し、より高度な環境・空間の提供と地球環境
との調和を目指して、新技術、新システムの開発や既存技術の改良に取り組んでいきます。

技術研究所
千葉県習志野市東習志野６-１７-１６　
１，５０７m2

本館１，２２５m2

別館（ハイテクセンター）６１６m2

所 在 地
敷 地 面 積
延 床 面 積

海外での事業展開
朝日工業社は、海外展開を進める国内のお客さまの「海外での施設建設においても設備工事を任せたい」というニーズに応えて
お客さまとの関係の維持・強化を図るとともに、現地の建設業の発展に貢献し、最終的には当社の技術とブランドを有する現地
企業を育成することを海外事業の方針としています。現在、台湾とマレーシアに子会社を設立し、事業展開を図っています。

マレーシア

A-３０-３A, Level30, Tower A, Menara UOA Bangsar, 
No.５, Jalan Bangsar Utama １, ５９０００ Kuala Lumpur

磯野一智
２０１２年１１月６日
１００万リンギット
当社（１００%出資）
空気調和・給排水・衛生設備の
企画・設計・施工

所 在 地

代表取締役
設立年月日
資 本 金
株 主 構 成
主な事業内容

　　　　 亞太朝日股份有限公司台　湾

台北市中山区長安東路１段２３号１１楼之２
瀧川義就
津江信光
１９９６年５月２７日
１,５0０万台湾ドル
当社（１００%出資）
空気調和・給排水・衛生設備の
企画・設計・施工

所 在 地
董 事 長
總 経 理
設立年月日
資 本 金
株 主 構 成
主な事業内容

人工光型植物栽培室

自然エネルギー利用冷暖房

熱流体シミュレーション室 CFD解析
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事務室

汚染域
清浄域
居住域

アクセスフロアー ８０～１００mm



株式会社朝日工業社 
代表取締役社長

「ベスト・パートナー」を目指して

はじめに

「皆さまの良きパートナーとして、共に在り、共に繁
栄する企業でありたい」、これは１９２５年（大正１４
年）の創業から今日まで脈々と引き継がれてきた当
社経営の基本思想であり、全ての役職員が共有する
想いです。そして、この想いを具現化するために、当
社はこれまで「信頼され、必要とされる企業」である
ことを最重視して事業活動を行ってまいりました。
当社は、これからも皆さまにとっての「ベスト・
パートナー」でありたいと思います。

「信頼される企業」であるために

　「信頼される企業」であるためには、何よりも「誠実
で着実な経営が大切である」と当社は考えます。
現在当社では、コーポレート・ガバナンスの強化、
コンプライアンスの徹底、内部統制システムの整備、
適切な情報開示などを推し進めており、今後も一層
「誠実、公正で透明性の高い事業活動」を行えるよう、
これらの取り組みを着実に継続してまいります。

「必要とされる企業」であるために

人が暮らし、モノが生み出される空間には、それぞ
れ必要とされる「快適環境・最適空間」があります。
当社は創業以来、「設備工事事業」とその技術をもと
にした「機器製造販売事業」を通してその創造に取り
組み、人々の暮らしと社会･文化の発展に貢献してま
いりました。

　「快適環境・最適空間」へのニーズがさらに多様
化･高度化する現在、当社の活動の場はますます拡
がりを見せております。お客さまや社会から「必要と
される企業」であり続けるために、当社は今まで以
上に「空気 ･水 ･熱のプロフェッショナル」として蓄
積してきた技術に磨きをかけ、期待にお応えしてま
いります。

地球環境保全への取り組み

環境破壊やエネルギー問題への対策が急がれる中、
当社は、省エネ設備や自然エネルギー利用設備の企
画･設計･施工や省エネ機器の開発 ･製造 ･販売に
よって、さまざまな要請にお応えしてまいりました。
また、当社事業所内での環境活動につきましては、
これまで社内を複数のエリアに分けて管理・運営し
ていたISO１４００１を２０１３年からは全社統合する
こととし、さらに強力な推進体制を整備いたしました。
「地球環境と資源を大切にする」ことは企業理念に掲
げた当社の使命です。当社はこれからも地球環境の保
全、低炭素社会の実現に積極的に貢献してまいります。

おわりに

景気の回復、国内の設備投資の改善が言われる中
にあっても、当社を取り巻く環境はまだまだ先行きの
不透明感を拭えず、受注をめぐる激しい価格競争は
依然として続いております。
２０１３年３月期の業績は極めて厳しいものとなり、
現在当社は、この状況を打破し業績を回復することを
喫緊の課題とし、そのための取り組みを強力に行って
おります。こうした環境下においても、当社はステー
クホルダーの皆さまの期待と信頼にお応えすべく、
引き続きＣＳＲ（企業の社会的責任）を経営の根幹に
据え、「企業体質の強化、企業価値の向上」と「持続的
な成長」を目指し策定した「第１４次中期経営計画」
（２０１１年４月～２０１４年３月）を推進して、積極的な
事業展開を図ってまいります。

本レポートを通じて、当社の理念と取り組みをご理
解いただき、なお一層のご支援と忌憚ないご意見を
賜りますよう、お願い申し上げます。 
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トップメッセージ

■企 業理念

私たちは、
地球環境と資源を大切にしながら、
空気・水・熱の科学に基づく
高度な技術によって、
最適空間を創造し、

人類文化の発展に貢献する。

私たちは、
エンジニアリング・コンストラクターとして

積極的な事業展開を図る。
私たちは、

たえず未来を見つめた
技術の開発に取り組み、

時代の変化に俊敏に対応する。

【会社】 人間尊重の経営
【職場】 働きがいのある職場
【社員】 自己研鑽とチャレンジ
 　精神溢れる行動

Mission Spirit Policy



お客さまのニーズに
真摯に対応し、良質
で安全な建築設備と
製品を提供します。
また、お客さま情報
の適正な管理を行
います。

お客さま

公正･透明な取引を
行うとともに、事業
活動への協力･支援
により共存共栄を図
ります。

ビジネス
パートナー

一人一人の人権、人
格、個性を尊重し、安
全で働きがいのある
職場の確保･維持に
取り組みます。

従業員 地球温暖化防止へ
の対応や資源の有
効活用などに積極
的に取り組み、地球
環境の保全に寄与
します。

地球環境

「良き企業市民」とし
て、地域の皆さまと
の良好な関係を構
築し、よりよい社会
づくりに貢献します。

地域社会

企業価値の維持･向
上や適正な利益の
還元、適時適切な会
社情報の開示に努
めます。

株主・
投資家

目標を達成するための主な施策

基本方針
１.今一層社会から信頼され、必要とされる企業となることを目指す
２.コア事業の強化と事業領域の拡大に取り組む
３.環境変化に対応できる組織・体制づくりと人材の育成・活用を図る

設備工事事業
❶ 重点市場、成長分野への取り組み強化
❷ コスト競争力の強化
❸ 海外事業の安定成長

機器製造販売事業
❶ 顧客満足度の向上
❷ 収益力の強化

コア事業強化
設備工事事業
❶ ソリューションビジネスの展開
機器製造販売事業
❶ 新たな市場・顧客の開拓

事業領域拡大
❶ CSR（企業の社会的責任）経営の推進
❷ 組織・管理体制の強化
❸ 人材の確保・活用と社員教育の充実

経営基盤強化

朝日工業社は、さらなる「企業体質の強化、企業価値の向上」と「持続的成長」を目指して、第１４次中期経営計画（２０１１年４月～
２０１４年３月）を策定し、その目標達成のための、さらには企業理念の実現のための取り組みを進めています。

私たちは、空気・水・熱のエンジニアリング企業として最適かつ安全な技術の開発・提供に
より、お客様の満足と信頼を獲得するとともに、社会の発展に貢献します。
私たちは、すべてのステークホルダーの期待と信頼に応えるため、企業価値の向上に努め
ます。
私たち役員は、本憲章の精神の実現が自らの役割であることを認識し、社内体制の整備、企
業倫理の周知徹底に努めます。

私たちは、国内外の法令および社会規範を遵守した企業活動を行います。
私たちは、公正、透明かつ自由な競争および適正な取引を行います。また、政治・行政との
健全かつ正常な関係を保ちます。
私たちは、市民社会の秩序や安全を脅かす勢力および団体とは一切関係を持ちません。

私たちは、広く社会とのコミュニケーションを図り、企業情報を公正に開示します。
私たちは、業務上知り得たすべての情報について、適正な管理・保護を行います。

私たちは、「良き企業市民」として、社会貢献活動に取り組みます。
私たちは、より良い地球環境の実現と維持のため、環境の保全と資源の保護に取り組みます。

私たちは、各々の人権、人格、個性を尊重し、性別、信条、宗教等による差別や嫌がらせを排
除します。
私たちは、安全で働きがいのある職場環境の確保・維持に取り組み、ゆとりと豊かさを目指
します。

社会貢献と
地球環境への取り組み

情報の
開示・保護

より良い
職場環境の確保

法令・規範の
遵守

企業活動の
基本姿勢

Mission Policy
Spirit
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朝日工業社のCSRの取り組み

企業行動憲章

企業理念

朝日工業社のC S R
朝日工業社は創業以来、お客さまをはじめとした全てのステークホルダーの皆さまから「信頼され、必要とされる企業」であり
続けることを目指して事業活動を行ってきました。企業理念や企業行動憲章にも込めたこの想いこそが朝日工業社のＣＳＲ（企業
の社会的責任）の基本といえるものです。
これからも朝日工業社は、この想いを経営の根幹に据え、事業活動を通じて人類文化の発展に貢献し、また地球環境の保全に努
めるとともに、さらにステークホルダーの皆さまからのご期待に沿えるよう、積極的な取り組みを続けていきます。

朝日工業社およびグループ各社は、広く社会から有用な存在としての
評価・信頼・共感を得る企業でありつづけることを目指し、

すべての役員・従業員が業務を遂行するにあたっての行動規範として、企業行動憲章を定める。

誠実で健全な企業経営 ステークホルダーとの共栄 地球環境保全への取り組み
コーポレート・ガバナンスの充
実、コンプライアンスの徹底、
内部統制の強化などに取り組
み、「企業価値の向上」と「持続
的成長」を目指して、誠実で健
全な企業経営を行います。

「良き企業市民」として社会に
貢献するとともに、全てのス
テークホルダーとの共栄を図
り、「信頼される企業」としての
取り組みを進めます。

社内の環境マネジメントと「空
気・水・熱のエンジニアリング
企業」としての事業活動を通じ
て、地球環境の保護・保全に取
り組み、「持続可能な社会」の
実現に寄与します。

CSRマネジメント 社会性報告 環境報告

企業活動の基本姿勢 法令・規範の遵守 社会貢献と地球環境への取り組み

情報の開示・保護 より良い職場環境の確保

▶P.17～ ▶P.21～ ▶P.29～

■企業行動憲章

■第１４次中期経営計画「ＧＲＡＤＥ ＵＰ‐ＰＬＡＮ１４」
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●コーポレート・ガバナンス体制図

取締役会取締役会

代表取締役代表取締役

役員および従業員等役員および従業員等

経営企画室経営企画室

内部統制システム
管理責任者

内部統制システム
管理責任者
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コーポレート・ガバナンス
C S R マ ネ ジ メ ン ト

取締役制度および監査役制度の機能を強化すること
で、より充実したコーポレート・ガバナンスを実現するよう
努めるとともに、常に株主・投資家の視点に立った迅速、正
確かつ公平な会社情報の開示により、経営の透明性を高
めています。
また、経営効率の向上、意思決定の迅速化、意思決定お

よび監督機能と業務執行機能との分担の明確化を図るた
め、２００６年６月に執行役員制度を導入しています。
取締役会は、社外取締役２名を含む取締役１２名で構成

され、２カ月に１回の定例取締役会のほか、必要に応じて
臨時取締役会を開催し、法令に定められた事項や経営事
項の審議・決定および取締役、執行役員の業務執行状況
の監督を行っています。また、常勤の取締役により構成さ
れる経営会議を毎月１回以上開催し、取締役会付議事項
その他の重要事項を審議し、さらに執行役員会議を３カ月

に１回開催して業務執行状況の報告等を行っています。
　監査役会は、社外監査役３名を含む４名の体制をとって
います。監査役は監査役会が定めた監査の方針、監査計画
に基づき業務および財産の状況を調査し、取締役会その
他の重要な会議に出席して取締役の業務執行状況を監査
しています。
内部監査部門として、業務執行部門とは独立した社長直

轄の内部監査室（専任スタッフ４名、兼任スタッフ１１名）を
設置しています。
内部監査室は監査計画に基づく業務監査、会計監査お

よび内部統制の評価を実施し、公正かつ客観的な立場か
ら経営に対する評価および助言を行い、各部門の業務の
改善を推進しています。
会計監査および内部統制監査については、九段監査法

人と監査契約を締結しています。

コーポレート・ガバナンスの体制

企業の社会的責任の重要性を認識し、株主をはじめさ
まざまなステークホルダーの利益を尊重して企業価値を
高めていくことをコーポレート・ガバナンスの基本方針と

しています。そして、この基本方針を効率的に実現するた
め、経営上の組織や仕組みを改善していくことを最も重
要な経営課題の一つと位置づけています。 

コーポレート・ガバナンスの基本方針

リスクマネジメント

●金融商品取引法に基づく内部統制の体制図

当社に経済的もしくは信用上の損失または不利益を
生じさせるリスクの防止、およびリスクが顕在化したと
きの会社の損失の最小化を図るため、「リスク管理規
程」を整備しています。またリスクの中でも緊要なもの
を別途リストアップし、そのリスクへの対応を詳細に規
定することで、当社に生じる損失を可能な限り最小なも
のとするよう体制を整えています。

当社の情報資産を不当な改ざんや破壊等から保護する
とともに、情報漏洩等のリスク回避および情報資産の適
切な管理・運営を図るため、「情報システム管理規程」を
制定しています。また、関連規程を整備して、当社役職員
による情報資産の適正利用、当社役職員以外の者による
当社情報資産の利用要領、災害発生時の対応などを詳細
にわたり定めて、情報セキュリティの強化に努めています。

　地震が発生した場合に、社員の生命の安全確保、会社
財産の保全および会社業務の早期再開を図るため、「地
震対策マニュアル」を整備し、防災対策の基本事項およ
び地震発生時の対応要領を詳細に規定して、社内に周知
しています。また、全ての事業所において年１回の防災訓
練を実施し、役職員への防災および災害発生時の冷静な
行動に対する意識の醸成に努めています。

会社法および会社法施行規則に基づき「内部統制シス
テムの整備に関する基本方針」を取締役会において定め、
それに沿って社内体制や社内規程を適宜改善して、その基
本方針の目的である「法令遵守（コンプライアンス）」、「業
務の効率化」、「財務報告の信頼性」の強化・確保を図って
います。

金融商品取引法が求める「財務報告に係る内部統制」に
対しては、「財務報告に係る内部統制の管理・運用規則」
を制定し、それに基づいた内部統制を構築・整備して、当
社および当社グループの財務報告の信頼性の確保を
図っています。２００８年の開始から現時点（２０１３年３
月）の間、社長直轄の内部監査室による整備および運用
の評価で内部統制の有効性は毎期確認されており、会計
監査人からも同様に評価されています。

会社法に基づく内部統制システム

金融商品取引法に基づく内部統制

内部統制への取り組み
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社外有識者による防災講義（九州支店 安全大会）

リスクマネジメント

情報セキュリティ

地震対策



「暴力団排除条例」のＤＶＤ視聴教育を受けて
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　以前から当社はコンプライアンス教育に力を入れており、今回は「暴力団排除

条例」に関するＤVDの視聴教育を受けました。この条例についてはニュースなど

で見て「企業の問題で個人には関係ない」と思っていたのですが、ＤVDを視聴し

て、私たち一人一人に直接関係するものだということがよく分かりました。当社

は企業行動憲章に暴力団などとの関係を一切持たないことを謳っていますが、

それは会社だけでなく私たちの生活を守るためにも絶対必要なことです。この

教育で学んだことを今後の仕事や生活に活かしていきたいと思っています。

大阪支社
購買部 主任
工藤 晴子

　社会環境の変化に対応してコンプライアンスに関わる規程や制度を整備し、コンプライアンス経営の強化を図ってい
ます。その主なものを紹介します。

コンプライアンス

eラーニング DVD視聴教育

社会的に問題となっている「セクシュアルハラスメント」
について、全役職員が正しい知識を持ち、自己の行動を再
確認するために、個々のパソコンを使用したｅラーニング
を実施しました。

CSRの意識を今一層社内に周知徹底することを目的
として、その基本的な考え方や意義をあらためて理解す
るためのｅラーニングを、全役職員を対象として実施し
ました。

新入社員研修にＣＳＲとコンプライアンスの教育を、ま
た営業系・技術系中堅社員研修等にコンプライアンス教
育をカリキュラムとして組み込み、階層や職種に応じた講
習を行いました。

 
全都道府県で「暴力団排除条例」が施行されたことを

受け、それに関するＤＶＤ視聴教育を実施して、「企業行動
憲章」にも謳った暴力団など反社会的勢力との関係断絶
をあらためて全役職員に徹底しました。

セクハラに関するｅラーニング

ＣＳＲをさらに徹底するためのｅラーニング

各種社内研修での講習

暴排条例に関する視聴教育

内部通報制度

社員からの社内における法令違反行為または不正行為に関する相談や通報の適正な処理の仕組みを定めた「内
部通報者規程」を制定し、法令違反行為等の早期発見と是正を図っています。また、内部通報者は「通報者等の保
護」、「個人情報の保護」の規定により、適切に保護されます。

インサイダー取引の防止

金融商品取引法に定めるインサイダー取引の未然防止のため、当社株式の売買の制限ならびに重要情報の管理
および公表に関する基本的事項を定めた「当社株式の売買管理規程」を制定し、適正な運用を行っています。ま
た、役職員が国内外の法令および社会規範を遵守し、業務遂行上知り得た重要情報の取り扱い等に充分留意し
て、公正、透明かつ自由な競争および適正な取引を阻害することがないよう、社内徹底を図っています。

セクシュアルハラスメント通報窓口

１９９９年４月に男女雇用機会均等法が改正され、事業主には職場におけるセクシュアルハラスメントの発生を未然に
防止するための雇用管理上の配慮義務が課されたことを受け、セクシュアルハラスメントの防止ならびに発生した場合
のスピーディな対応のため、社内の事業所ごとに「セクハラ防止管理責任者」を設置して、適切な対応を行っています。

コンプライアンス徹底のための社内教育

取締役会取締役会

コンプライアンス推進担当者コンプライアンス推進担当者

役員および従業員等役員および従業員等

セクハラ防止管理責任者セクハラ防止管理責任者

コンプライアンス委員会（委員長：代表取締役社長）コンプライアンス委員会（委員長：代表取締役社長）

監査役会監査役会

報告監督

報告

通報

報告指示 指示

通報調査・対応管理・教育・指導

●コンプライアンス経営に関する体制図

主な規程と制度

CSR（企業の社会的責任）とコンプライアンスの意識をさらに社内に徹底するため、役職員を対象として、さまざまな
教育を実施しています。２０１２年度（２０１２年４月～２０１３年３月）は、次の教育を実施しました。

当社役職員が法令等を遵守することはもとより、企業
倫理を十分に認識し、社会人としての良識と責任を持って
企業活動を行うことを企業行動憲章にも掲げ、経営の基
本方針としています。

また、この基本方針に基づき制定した「倫理・コンプラ
イアンス規程」に沿って社長を委員長とするコンプライア
ンス委員会を設置し、コンプライアンス経営の推進を図っ
ています。

コンプライアンスの基本方針と体制
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当社は、「機能確保で価値向上」をＶＥ（バリュー・エンジ
ニアリング）の基本方針としています。お客さまのご要望や
必要とされる機能を満たすことは当然ですが、さらに『お客
さまのための価値向上（バリュー・アップ）』を目指してＶＥ
活動を推進し、品質の維持・向上、工期短縮、工法の改善等
に努めています。
また、実施したＶＥの情報は全てデータベース化され、全

社員が活用できるようになっており、その中でも特に優秀
と評価されたＶＥは、年１回全社的に行われるＶＥ事例発表
会で発表され、社長表彰されます。社員のＶＥスキルは着
実に向上しており、２０１３年３月末の時点で、技術職社員
の約半数が公益社団法人日本バリュー・エンジニアリン
グ協会が認定する「ＶＥリーダー」資格を取得しています。
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❶ 工事引継、着工前会議の開催
工事に着手する前に、お客さまのご要望や必要な情報を

確実に共有するため、関連部署の管理者や担当者が参加す
る「プレ・ディスカッション」を行っています。
❷ 施工パトロール、トリプルチェックの実施
本社技術本部と各店工事部門

責任者による施工現場の計画的な
パトロールの実施と各現場での
三重（トリプル）チェックの徹底で、
施工の品質と安全の確保、工程の
遵守等を図っています。

❶ 設計・製造における品質管理
必要とされる仕様や品質の基準を明確にした設計と試作

機による入念な性能確認により、製品の信頼性を確実な
ものとしています。
❷ 完成品の検査
製品の機能と品質を保証するため、工場内の検査室（ク

リーンルーム クラス １０,０００）で性能検査、出荷検査を入念
に行い、高品質な製品のみを出荷しています。
❸ 不具合への対応
製品に不具合が発生した場合の原因分析、再発防止策の

２０１３年７月、東京駅から近い中央区京橋に、当社として
は初めての環境技術の常設展示コーナーを、沖ウィンテッ
ク株式会社と共同で開設しました。ここでは当社の目指す
ZEB（ゼロエネルギービルデイング）をテーマに、これを実
現するためのさまざまな省エネ技術や自然エネルギー利

用技術を展示し、また植物工場やスマートオフィスなどの
最新設備技術の動向も紹介しています。皆さまのご来場を
お待ちしております。

私たち本店省エネ・リニューアル推進部は、お客さま
のニーズを直接お聞きし、お客さまの視点に立った最適
な省エネプランをご提案しています。お客さまの施設の
環境改善に対するご要望は多種多様ですが、エネルギー
コストへの関心は特に高まっているように感じます。ま
た、設備投資のコストを抑えたいお客さまも多く、その
場合は活用できる補助金のご紹介、補助金申請のお手
伝いなどもさせていただいています。今後も、設備のプ
ロフェッショナルである当社の技術を駆使し、他部門とも
連携して、多様性のある提案
でお客さまをサポートして
いきます。

多様性のある提案で
お客さまをサポートします。

徹底した品質管理

ＶＥ活動の推進

満足いただける製品の追求

サポート・サービス体制の整備

お客さまの要望に応える省エネ提案

京橋ｅ４X R O S S（イーフォークロス）開設

❶ 納品後のサポート体制
「オンコール対応」によるタイムリーな修理対応、「定期点
検」による製品の性能維持管理、「リペアパーツセンター」で
の修理部品の安定供給等により、お客さまに“安心”していた
だけるサポート体制を整備しています。
❷ 品質情報の一元管理
開発→設計→製造→出荷→

メンテナンスサービスまで一貫
した品質に関する情報の一元
管理を行うことにより、お客さ
まに満足していただける品質とサービスのさらなる向上に
努めています。

福島第一原発事故以降の電力供給への不安や改正省エ
ネ法等の法令への対応などにより、お客さまの省エネル
ギーへの関心はますます強まっており、当社は、当社の持
つ技術とノウハウをもとに、お客さまの施設に最も適した
省エネや環境改善の提案営業を推進しています。
お客さまのご要望は、既にお持ちの設備のランニングコ

ストの低減であり、新たに投資した設備のコストパフォーマ
ンスの向上です。当社はそれらにお応えするため、機器の
設定変更や運転管理まで、細部に亘った内容の省エネ提案
を心掛けています。また、投資コストを抑えたいお客さまへ
は、国土交通省や経済産業省の省エネ補助金を利用した提
案も行っています。
２０１１年度から随時、「病院施設の省エネ」、「食品工場
における省エネ」など、施設別のパンフレットも整備し、さら
に積極的にお客さまへの提案営業を推進しています。

Voice

京橋e4XROSSとは…

この場所で、４つの

”

e”

場　　所：

開館日時：

展示内容：

お問合せ先：
電　　話：

【京橋ｅ４XROSSの概要】

❸ 施工基準書等の策定と活用
「施工基準書」、「施工計画書」、「施工要領書」、「施工手
順書」等を作成し、現場業務の効率化と品質確保に努めて
います。

策定と効果の確認等を徹底するとともに、定期的に開催す
る品質会議でその情報を事業部全体が共有し、次の設計・
製造に活かして、“不具合 ゼロ”を追求しています。

設備工事事業では、「総合力と提案する技術で、オリジナリ
ティーを発揮し、常にチャレンジ精神を持って、品質マネジメン
トシステムの有効性を継続し、顧客の要求に応える。」を品質方
針として掲げ、主に次のような取り組みを行っています。

設備工事事業

機器製造販売事業では、品質方針を「お客様が満足す
る製品・サービスを作る」とし、主に次のような取り組み
を行っています。

機器製造販売事業

お客さまのために
社 会 性 報 告

品質管理とサービス体制

朝日工業社はこれまで、お客さまに信頼され安心いただくことを何よりも重要視してきました。
これはこれからも変わらない当社のポリシーです。
お客さま以上にお客さまのことを考えられる、そんな企業を目指しています。

本店
省エネ・リニューアル推進部
田中 俊行

東京都中央区京橋３－１－１　
東京スクエアガーデン６階
京橋環境ステーション「エコテクカン」内
平日（但し、土日祝日および年末年始、ビル閉館日を除く）
午前１０時～午後５時
空調二次ポンプ省エネ装置「エコノパイロット™」シリーズ
熱源最適制御システム「ＡＣＯＳ™」
雪利用冷房システム
植物栽培施設
エネルギーマネジメントシステム「ＳＥＥＭＳ」（沖ウィンテック）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  他
本店 省エネ・リニューアル推進部
０３-３４３６-０７７２

environment
engineering

が交差して…新しい価値を生みだす

energy
ecology

…という想いを、ASAHIとOKIが共有しているシンボルです。



当社は、企業行動憲章に「広く社会とのコミュニケーショ
ンを図り、企業情報を公正に開示する」ことを謳い、それに
沿って経営情報を適時適切に開示しています。
決算短信、有価証券報告書、株主の皆さまへの事業報告

など定期的に発行するもののほか、株主・投資家の皆さま
をはじめステークホルダーが必要とされる経営情報やプレ
スリリースは、東京証券取引所のＴＤｎｅｔや当社のホーム
ページに速やかに掲示し、いつでも閲覧いただけるように
なっています。

大株主（１０位）

株主名 持株数（千株）持株比率（％）
２,１１３
１,９９７
１,６４７
１,５８５
１,５６７
１,４４０
１,０１９
５４０
４８２
４５０

６.６１
６.２５
５.１５
４.９６
４.９０
４.５０
３.１９
１.６９
１.５０
１.４０

朝日工業社共栄会
朝日工業社西日本共栄会
朝日工業社従業員持株会
株式会社みずほ銀行
日本生命保険相互会社 
農林中央金庫
髙須康有
髙須佳子
CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 
小野薬品工業株式会社

株式の所有者別分布状況

所有者 保有株式数（千株）株主数（名） 保有比率（%）
２１,２４３
８,０３６
３,６５７
９２７
１３７

３４,０００

３,１６５
３０
１２８
４３
２１

３,３８７

６２.４８
２３.６４
１０.７６
２.７２
０.４０

１００.００

個人・その他
金融機関
その他法人
外国法人等
金融商品取引業者
計

発行可能株式総数

発行済株式の総数

株主数

７８,１９８千株

３４,０００千株

３,３８７名

●株式の状況（２０１３年３月３１日現在）朝日工業社の業務に従事する全ての関係者の職場にお
ける労働災害の防止と健康の保持増進を目的として、毎期
定める「安全衛生活動方針」に基づき、安全衛生に関する
管理の徹底と教育の充実に努めています。
また、取引先で組織している安全衛生協力会は、当社の

本社に設置している本部と、事業所ごとに設置している１０
の支部により構成されており、以下のような事業を通して、
当社と会員相互間の連携を緊密に保ち、安全衛生活動の
向上と災害発生の未然防止を図っています。
❶ 安全衛生協力会役員、事業主および職長による
　 自主安全パトロールの実施
❷ 安全衛生関連情報の発信
❸ 安全衛生協力会会員の相互扶助　等

■安全衛生活動

■公正・透明な取引

企業行動憲章に「公正、透明かつ自由な競争および適正
な取引を行う」ことを掲げ、取引先との取引もこれに基づい
て行っています。
新規の取引にあたっては、当社の品質マネジメントシス

テムに基づいて、経営状況、技術能力、品質、実績などを総
合的に評価し、また個別の発注に際しては、提出いただい
た見積書をもとに、当社と取引先が対等な立場で内容や価
格を協議し、合意の上で契約を締結しています。

■取引先への教育

取引先の能力や意識の維持・向上を図るため、次のよう
な教育を本社、事業店で計画的に実施しています。
❶ 取引先経営トップの安全意識の高揚を図る
　「協力会社事業主研修」
（２０１２年度の受講実績：５８６社 ６１５人）
❷ 取引先の社員等の能力の維持・向上のための
　「職長教育・特別教育」等、各種教育
（２０１２年度の受講実績：２７４社 ５５３人）

朝日工業社安全衛生協力会表彰式・懇親会

朝日工業社安全衛生協力会では、年に１度、全国の支
部の会員代表が会して本部定期役員会および懇親会を
開催しています。また、併せて行われる表彰式では、全
国の支部および会員全体を通じて、安全衛生活動を促
進させること、また向上させることに特に優秀な功績を
残した企業や功績者の表彰を行っています。

安全衛生協力会、朝日会の会員の皆さまと北海道支
店の社員で毎年４月に開催しているボウリング大会も、
今年で３０回目となりました。総勢１１０名を優に超える
参加者のため、会場のボーリング場はほぼ貸切状態と
なり、好プレー・珍プレー、成績発表、賞品授与などで大
いに盛り上がりました。このように仕事を離れた場でコ
ミュニケーションを深めることも、ビジネスパートナーと
のよりよい関係づくりやその継続に役立っています。大
会は今年も、優勝者による恒例のシュプレヒコール「今
期も無事故・無災害でガンバロー！」で幕を閉じました。

利益配分に関する基本方針

適時適切な情報開示

当社は、株主の皆さまへの長期的利益還元を重要な経
営課題の一つと考え、安定した配当の維持を基本としつつ、
記念すべき節目における記念配当や業績を勘案した特別
配当の上乗せに加えて、自己株式の取得の実施などの利益
還元に積極的に取り組んでいます。また、内部留保につきま
しては、市場競争力強化のための研究・技術開発や人材育
成、新規事業開拓などの原資として、将来的な収益の向上
につなげるよう活用し、株主の皆さまのご支援に報いられる
よう努めています。
なお、前期（２０１３年３月期）の年間配当金は、１株当たり１５
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●配当の推移

配当（円）期（年度） 備考

創立８０周年

市場第一部銘柄指定３０周年
創立８５周年

中間７.５円、期末７.５円
中間７.５円、期末７.５円

１０
１３
１０
１２
１２
１４
１５
１５
１５
１５

１０
１０
１０
１０
１０
１０
１０
１０
１５
１５

２
２
２
２
５

３

２
３

７５（２００３）
７６（２００４）
７７（２００５）
７８（２００６）
７９（２００７）
８０（２００８）
８１（２００９）
８２（２０１０）
８３（２０１１）
８４（２０１２）

総額 記念特別普通

第８４期報告書

朝日工業社は、施工や機器製造の場でご協力いただく取引先（協力会社）をビジネスにおけるパートナーと位置づけ、
お客さまに高品質の設備や製品を提供するためには、取引先との確かな信頼関係が重要と考えています。
そのため、安全衛生活動、公正・透明な取引、取引先への教育など、さまざまな取り組みを積極的に進めています。

ビジネスパートナーとともに
朝日工業社は、確かな経営によって業績を向上させ企業価値の向上を図るとともに、
安定的な配当と適時適切な企業情報の開示を心掛け、株主・投資家の皆さまの負託にお応えしてまいります。

株主・投資家の皆さまのために

ホームページの株主・投資家情報ページ
http://www.asahikogyosha.co.jp/investment/

第３０回ボウリング大会 北海道支店
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「みなと横浜らしい水辺の魅力づくり」清掃活動
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名古屋支店では、２０１０年６月から毎月１回、参加できる
社員を募って支店事務所近隣でごみ拾いなどの清掃活動を
実施しており、今年の５月で丸３年が経ちました。落ちている
ごみは、ペットボトル、空き缶、タバコの吸殻、食べ物の包装
袋などですが、何故か家庭ごみが捨てられていることもあり
ます。清掃活動を開始した３年前に比べて、明らかにごみの
量が減ってきており、一人一人の環境への意識が高くなって
きたのかなと、うれしく思っています。今後は支店の近隣だ
けでなく、さらに清掃活動の範囲を拡げていきたいと考え
ています。

東北支店は２００７年に仙台市から「仙台まち美化サポー
ター」に認定され、以降支店周辺の「定禅寺通り」のボラン
ティア清掃活動を２カ月に１回程度行っています。会社が
ＣＳＲ経営を推進していることもあり、当支店でも社会貢献
意識は徐々に高まっています。この活動への参加者も当初
２０名程度だったものが、現在では３０名を超えるまでにな
り、仙台市の看板でもあるケヤキ並木の美化に多少なりと
も貢献しているものと思います。東北支店は今年で開設
６０周年を迎えましたが、これからも地域に密着した支店、
地域社会に貢献できる支店でありたいと考えています。

● エコキャップ運動
回収個数：１０１,２００個
これはポリオワクチン１２６個分となります。また、キャップを
焼却処分しないことにより、０.７４１tのCO２の発生を防いで
います。

● 緑の地球防衛基金
使用済み切手：６.０２kg 使用済みテレホンカード他：３２２枚
その他外貨コイン、未使用はがきなど。これらは現金化され、中国
やタンザニアでの植林活動（苗木７６本）の資金となっています。

２０１２年度の実績

名古屋支店 東北支店

横浜支店

事業店ごとの取り組み

全社的な取り組み

横浜支店は地域社会貢献活動の一環として、みなとみど
りサポーター活動を年６回、象の鼻パークで行っています。
ごみ拾い、案内看板、ベンチ等の拭き掃除が通常の活動内
容ですが、サポーターの合同活動として年に一度、公園内の
除草や花植えを行っています。活動当初よりごみは少なくな
りましたが、たばこの吸殻や食べ物の包装袋などを目にする
と、あらためて一人一人の日頃の心掛けの大切さを実感し
ます。これからも「美しいみなと横浜」の環境維持活動に貢
献していきます。　

本社ビル内で集団献血

２０１３年２月、当社本社ビルにて、東京都赤十字血液セ
ンターによる集団献血を実施しました。当日は社長以下多
数の役職員が集まり、献血に参加しました。２月はまだ寒
かったことから、風邪などで採血できない社員も数名いま
したが、最終的に４６名（４００ml献血）で総量１８,４００mlを
献血することができました。
今後もより多くの社員が気軽に参加できる社会貢献活

動を目指し、継続して集団献血を行う予定です。

本社、本店

初めての献血は高校生の時、学校の社会貢献活動で

した。その後も街頭での献血の呼びかけなどのボラン

ティアをし、普通の人よりは献血のことが分かっている

つもりでいましたが、今回自分の献血の後で受付のお手

伝いをしながら赤十字血液センターの方にさまざまな

ことを教えていただき、今まで以上に献血の重要性が理

解できました。私たちの献血を待っている人、献血に

よって命が救われる人がいま

す。これからも定期的に献血を

しようと思っています。

「集団献血」の受付をお手伝いして

本店 総務部 主事
三田寺 ひろみ

Voice

身近な活動から社会貢献

ペットボトルキャップの回収・再資源化により発展途上国
の子供たちにワクチンを贈る「エコキャップ運動」と、使用
済みの切手やテレホンカードなどの回収・寄贈により世界
各地での植林活動を支援する「緑の地球防衛基金」の活動

に参加して３年経過しました。まだまだ実績は少ないかもし
れませんが、既に社内に根づいた活動となっており、社員の
社会貢献意識の高揚に役立っています。このような社員一
人一人が日常の中で参加できる活動も大切にしながら、着
実に社会貢献活動の幅を拡げていきたいと考えています。

地域社会の一員として
朝日工業社は「良き企業市民として、社会貢献活動に取り組む」ことを企業行動憲章に謳い、災害時の義捐金の寄贈、
献血活動への協力、交響楽団等への寄付、地域のＪリーグチームへの協賛出資などのさまざまな活動を、全社的に、
また事業所ごとに推進しています。　
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各種の資格は個人スキルの客観的判断材料であり、そ
の保有状況は企業の信頼性にもつながります。そのため、
当社では社員に対して資格の取得を積極的に奨励してい
ます。
当社が必要と認めた資格の取得に関しては、そのバック

アップのために、各事業店での試験前の勉強会をはじめ、
合格者への報奨金の支給や受験費用の会社負担などを
行っています。

資格取得の奨励

社員として必要な基礎的・専門的実務知識、および管理
者として必要な基礎知識等を体系的に学習することによっ
て、個々人の能力向上を図るため、社員教育の一環として
通信教育制度を導入し、資格取得、マネジメント、生産技術、
知識・教養関連など数多くのコースを用意して、受講料の補
助等を行っています。
受講者の多いコースとしては、職務に役立つ資格系の

コースである「技術士第一次試験対策講座」や「消防設備士
受験講座」、知識・教養関連などでは「ファイナンシャル・
プランニング技能士」等があげられます。

通信教育制度

「安全衛生管理規程」を制定し、全ての従業員の労働災害
の防止と健康の保持・増進を図っています。
管理体制としては、本社に全社の安全衛生管理を統括する

「中央安全衛生組織」を置き、各事業所に「事業所安全衛生組
織」を置いています。また、安全衛生の管理方針、労働災害や
健康障害の防止対策、従業員からの提案などを審議するため
の「安全衛生委員会」を本社と各事業所に設置するとともに、
施工現場等の労働災害の防止を目的として「作業所安全衛
生施工協議会」を設けています。これらの規程や体制によっ
て、安全で健康な職場環境の形成が行われています。

社員と家族の「体と心の健康」の維持・増進、会社生活の
質の向上、職場の活力の向上を目的として、電話相談、カウン
セリング、専門医紹介、相談などのサービスを２４時間年中無
休で受けられる「朝日健康ホットライン」を開設しています。
相談者のプライバシーは確実に保護され、安心してサービス
が受けられる制度になっています。

　

「健康的なビジネスライフの実現」を目指し、満３０歳以上
の希望する社員を対象として、年１回３万円（４０歳以上の

人材育成

「確かな専門知識を持ち、積極的に行動できる社員」の
育成を目指し、集合研修、ＯＪＴ、自己啓発を三つの柱と
して、新入社員研修から中堅社員研修、管理職研修まで、
それぞれの階層や育成段階に応じた体系的な社員研修
を継続的に実施しています。
特に、技術者として必要な基礎知識と経験を効率的に習

得する「技術系新入社員研修」、設計能力とプレゼンテー
ション能力の向上を図る
「中堅技術者研修」など
は、着実に技術系社員の
能力アップにつながって
います。

研修制度

※２０１３年３月３１日 現在主な資格の取得者数

資格
２４
５

５５６
１４
１
２

１９１
５７５
５３９
１２９
３２
１３

技術士
建築士 １級
管工事施工管理技士 １級
電気工事施工管理 １級
建築施工管理技士 １級
土木施工管理技士 １級
建築設備士
学会設備士 空調部門
学会設備士 衛生部門
計装士 １級
エネルギー管理士
建設業経理士 １級

取得者数（人）

労働安全衛生／健康管理

「何処か悪い所があったらどうしよう？」とつい身が引い

て、今まで「人間ドックを受診する」という気持ちにはなれ

ませんでしたが、私も満５５歳になり、この制度で会社が満

４０歳以上５歳刻みの年は最高５万円も援助してくれる最

後の年でもあって、覚悟を決めて受診することにしました。

検査結果が出るまでの間は悪いことばかり考えて正直不

安でしたが、数値が正常範囲を超えてい

る項目が少しあったものの、幸いにして

再検査などなく、結果は「まずは一安心」

というものでした。今回の受診は、「家族

のためにも健康でいなければ」という

思いを再認識するよい機会にも

なりました。

「人間ドック受診援助制度」
を利用して

本店 工事部 部長　軽部 正之

Voice

中堅技術者研修

定年退職者再雇用制度

６０歳以降のライフプラン構築の一助として、６０歳の定
年を迎え退職する社員を再雇用する「定年退職者再雇用
制度」を導入しています。長年の仕事の中で培った高度な
技術や知識、豊富な経験は大切な財産です。再雇用者には
それらを活用してさらに活躍してもらうとともに、若手や中
堅の社員に対して継承してもらっています。現在６８人の
再雇用者がさまざまな職場で活躍しています。

遺児育英年金制度

 朝日健康ホットライン

福利厚生制度充実策の一環として、社員が在職中に死
亡した場合、残された子供が満１８歳になるまで、年金（月
額６万円）を支給する「遺児育英年金制度」を導入し、遺族
への生活費の援助を行っています。

育児・介護休業制度、短時間勤務制度

少子高齢社会を背景として制定された「育児・介護休業
法」の趣旨に沿って、「育児休業」と「介護休業」を制度化し
ています。さらに全８種類の勤務シフトを設定した「短時間
勤務制度」など、社員のさまざまなライフスタイルに対応
した制度づくりを進め、より働きやすい職場環境づくりに
努めています。

各種制度

５歳刻みの年は５万円）を限度とする人間ドック受診費用の
援助制度を導入しています。毎年２０名から３０名の社員が
この制度を利用し健康管理に役立てています。

東関東支店
設計課 主任
平野 正道 人間ドック受診援助制度

※２０１３年３月３１日 現在育児休業制度利用者数

２０１３年度２０１２年度２０１１年度２０１０年度２００９年度

３名（予定）２名４名２名４名

従業員のために
朝日工業社はさまざまな制度や取り組みによって、企業理念の精神と企業行動憲章に基づく
「自己研鑽とチャレンジ精神溢れる社員」づくりと「安全で働きがいのある職場」づくりを推進しています。

中堅技術者研修は３０代前半の技術系社員を対象に行

われ、初日には設計の概論や具体的事例などの講義を受

け、二日目には与えられた設計課題をグループで討議し、

その結果をプレゼンテーションするというカリキュラムに

なっています。講義によって知識を新たに得られたこと、

再確認できたことも有意義でしたが、普段は接する機会の

少ない他店の同世代の社員と情報交換やコミュニケー

ションが図れたこと、グループ討議などで積極的に意見を

言い合えたことが、私にとって大切な財産となりました。刺

激を受け、気持ちを

新たにこれからも頑

張っていこうと感じ

られる研修でした。

大きな財産となった
「中堅技術者研修」

Voice
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（その他の事業所）

（機器事業部）

本社

東北支店

名古屋支店

本店

北関東支店

中国支店

大阪支社

東関東支店

九州支店

北海道支店

横浜支店

技術研究所

企業代表者（社長）企業代表者（社長）

エネルギー管理統括者エネルギー管理統括者

エネルギー管理企画推進者エネルギー管理企画推進者

エネルギー管理員エネルギー管理員 エネルギー管理委員会エネルギー管理委員会

調
達
調
達

施
工
施
工

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

研
究
開
発

研
究
開
発

営
業
営
業

製
造
製
造

● 省エネルギー、省資源
を実現する設計

● ライフサイクルでの
環境配慮設計

●  最先端の省エネ技術を取り
入れたメンテナンス提案

●  最適チューニングによる
省エネ管理

●  省エネ・高効率品採用の推進
●  グリーン購入への取り組み

● 製造設備と工程の最適管理
によるエネルギー使用量の削減

●  製造技術改善、品質管理を
通じた廃棄物の削減

● 最新技術による省エネルギー
システムの開発

● 再生可能エネルギーの
利用技術の開発

● 地球と人への環境性能向上を
目指した計画提案

● 廃棄物の適正管理と
３R（Reduce,Reuse,Recycle）の推進

● 廃棄物を発生させない
プレハブ化工法

● 地域への環境配慮

●  お客さまのニーズに応える
環境ソリューション提案

● 環境と人にやさしい提案

設
計
設
計

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

環境ＩＳＯ（ＩＳＯ１４００１）の再構築

● 効果的な利用によるエネルギー使用量の削減
● 地球に優しい環境配慮設計の推進と提案
● 一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理と削減

環境方針

株式会社朝日工業社が事業活動を進めるに当たり、

を３つの柱として計画を定め、遵法精神に則り、
全てのプロセスにおいて環境負荷の低減に努め、持続可能な社会の形成に寄与する。

当社は、２０１３年４月より、今まで事業店ごとあるい
はエリアごとであったＩＳＯ１４００１の運用・管理を統
合し、また統合したＩＳＯ１４００１の２０１３年中の外部
認証機関からの認証取得を目指して、社長をトップマ
ネジメントとした全社一元管理の運用を開始しました。
このＩＳＯ１４００１の再構築は、環境マネジメントシステ
ムをさらに強化・推進するためのものであり、当社は今
後も、企業として求められる環境負荷軽減に全社一丸と
なって取り組んでいきます。

機器事業部　LED照明を採用

２０１２年度トータルエネルギー使用量
（省エネ法による当社全体のエネルギー使用量）
原油換算：１,６６８ｋｌ/年（＞１,５００ｋｌ/年：特定事業者基準）
２０１１年度よりトータルエネルギー使用量で３．７％削減

０
２００９年度 ２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度

５００

１,０００

１,５００

２,０００

２,５００

１,６６８

単位：kl/年

特定事業者
基準ライン

１,９７３

１,３９２
１,７３２

朝日工業社は、地球環境保護の精神および企業理念の精神に則って、環境方針を定め、
環境管理組織を構築し、省エネ法を含む環境法令を遵守して、お客さまの信頼に応えるとともに、
持続可能な社会の実現に貢献します。

●事業活動と環境の関わり 当社は２０１１年６月に特定事業者の指定を受けました。
特定事業者はエネルギー消費原単位で年平均１％以

上の削減が義務づけられており、当社は現在、２０１０年
度において１，９７３ｋｌ/年（原油換算）だったエネルギー
使用量を１，５００ｋｌ/年以下に低減するため、全社を挙げ
てその達成に取り組んでいます。
２０１２年度末までに約８割の事業所で「エネルギー管
理標準」の作成が完了し、空調機器から照明器具、暖房
便座等に至るまで、エネルギーを消費する全ての機器に
管理基準を設けて運用して、エネルギー使用量の削減を

行いました。特に当社のエネルギー使用量の約７割を占
める機器事業部では、機器の使用手順や運用の見直しに
よって、エネルギー使用量前年度比８．４％の削減という大
幅な成果を上げています。
そのほかにも、２０１２年度は、エネルギー管理「中長

期計画書」に則って、機器事業部と名古屋支店での事務
所蛍光灯のＬＥＤ化、北海道支店での空調用ガスヒートポ
ンプ（GHP）エアコン室外機の効率のよい最新の機器へ
の交換など、事業店それぞれにエネルギー使用量低減
への取り組みを進めています。

北海道支店
空調用ＧＨＰエアコンの
室外機のエンジンを交換

●環境管理組織

改正省エネ法への対応

●省エネ法による当社のエネルギー使用量の推移
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環境方針・環境マネジメント 社内における環境への取り組み
環 境 報 告
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ますます活用の場を拡げる“雪”
Voice

公益財団法人雪だるま財団の試算では、雪の冷気を利
用したこの低温貯蔵施設は今までの電気エネルギーを使
用した場合と比較して、年間約７８トンのＣＯ２削減ができる
とされています。これは実に７６％の削減効果です。実際使
われるエネルギーは冷気を搬送する送風機動力のみで、こ
ちらもインバータで細かく制御され、無駄な動力は使わな
いよう配慮しています。

「米穀低温貯蔵施設」に“雪”を利用することで次のような利
点も生まれます。
●空気中に浮遊する塵埃や米ぬか、不快な臭いまで雪の表
　面で吸着します。
●雪の表面で余分な湿気を結露させ、お米にとって理想的 
　な貯蔵環境を実現できます。
●排出されるのは雪解け水のみ。環境にもやさしい施設 
　です。

おいしいお米で有名な「魚沼産コシヒカリ」の生産地、
新潟県魚沼市のＪＡ北魚沼様では、そのおいしいお米を一
年中新米に近い状態で皆さまの食卓へ送り届けられるよ
う、日々研究し努力されています。
気温約５℃、湿度約７５％に保った環境の中で冬眠状態

のまま貯蔵されたお米は、「甘み」と「旨み」が少しずつ増
し、含水率も高く、冷めてもふっくらとした美味しさが続くと
いう研究結果が出ているようです。ただ、この貯蔵環境を暑
い夏に作り出すには、大きなエネルギーが必要となります。
そこで目をつけたのが、冬の雪です。もともとこの地域

は豪雪地帯ですので、雪の確保には困りません。「冬の雪
を夏に使えたら」と考えて作られたのが、この「利雪型米
穀低温貯蔵施設」です。

この駐車場に降り積った雪を利用します。

名 称
所 在 地
敷 地 面 積
延 床 面 積

： 雪氷冷熱利用型エコ農業用倉庫
： 新潟県魚沼市板木１４６７番地１
： ９,９９９.００m2

： ４,３５０.７１m2

貯蔵庫雪室
空気は雪の表面で
冷やされる

貯蔵された雪

機械スペース

①

⑤

④

②バイパス回路

送風機

送風機
制御

…電動ダンバ

玄米

③

温度調整室
雪温貯蔵庫で冷やされたお米をいきなり
外に出してしまうと結露が生じ、お米に悪
影響を与えかねません。この温度調整室
で、穀温をゆっくり上昇させ結露を防い
で、安定した品質で出荷します。

雪解け水排水プール
屋外にプールを設置し、雪室から排出され
る冷たい雪解け水を貯めて、夏場、スイカ
を冷やすことなどに利用します。
とことん雪のエネルギーを活用し、約半年
後に自然界に放水します。

１）雪室より冷やされた空気①は、バイパス回路より
導かれた空気②と混合し、貯蔵庫内温度が約５℃
になるように調整された冷風となり、送風機で貯
蔵庫に送風されます。

２）貯蔵庫に送風された空気③は、貯蔵されている
玄米の穀温や夏の外気の影響を受け温度上昇し
ます。

３）上部に対流した暖かい空気④は吸引され、送風
機によって空気⑤は雪室に還ります。

４）空気⑤は雪室で再び冷やされ空気①となり循環
します。

雪室 貯蔵庫

冬の雪室は駐車場の
雪捨て場として機能します。

高品質米を
雪の冷気で低温保管。

ＪＡ北魚沼「利雪型米穀低温貯蔵施設」

　魚沼市（旧湯之谷村）で全国に先駆けて雪を利用した近代的な「雪中貯蔵」の取り組み

が行われてから３０年余り。利雪技術は格段に進化し、貯蔵庫内の温度・湿度を安定的に

コントロールできる低温冷蔵設備として応用されるまでになりました。現在では単に物を

冷やす冷熱源としてだけでなく、“雪（雪国）”という清浄なイメージが貯蔵した食品の高付

加価値化に寄与しています。今回完成したＪＡ北魚沼の利雪型米穀低温貯蔵施設も、私た

ち財団のプランニングと朝日工業社の技術協力によって、エコであるとともに消費者にお

いしさと安心を提供できる最新型農業倉庫となりました。

　“雪”は倉庫やオフィスだけでなく、植物栽培施設やデータセンターの冷房としての可能

性を拡げており、昨今の電力不足を補う再生可能な”純国産の冷熱資源”として、今後ます

ます活用の場を拡げると思われます。

公益財団法人 雪だるま財団
チーフスノーマン

伊藤 親臣  様
 博士（工学）

施 設 概 要

雪の表面で冷やされた空気を循環させるだけで冷房できるシンプルな構造。必要な機械設備は送風機とダクト設備と
自動制御設備だけです。

●貯蔵庫を冷やす仕組み

31 朝日工業社 CSRレポート 2013 32朝日工業社 CSRレポート 2013

“雪 ”でCO２削減 そのほかの利点も

年間のCO２排出量の比較

７６
％
O
F
F

２４トン

１０２トン

一般の低温倉庫 当該施設

※公益財団法人 雪だるま財団調べ

事業を通じての環境への取り組み
～自然エネルギーを利用した施設づくり～
朝日工業社は、さまざまな自然エネルギーを利用して、環境負荷低減に努めています。
今回は、“雪”を利用した「米穀低温貯蔵施設」と“地中熱”を利用した「病院施設」の施工事例をご紹介します。



社
会
性
報
告

C
S
R
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
報
告

クール／ヒートチューブの実測データより、効果を測定しま
した。
クールチューブとしてのエネルギー削減効果が有効な時期

は７、８月で外気温度が２７℃を超えるような場合、ヒート
チューブとしての効果が有効な時期は１２月～３月の間との結
果が得られました。

「五感で感じる深い癒しと安らぎ」を病院経営のコンセプト
とし、屋上緑化、排出ごみの削減などの地球環境にやさしいさ
まざまな設備の導入や、コンサート、音楽療法やアロマテラ
ピーなど最新の治療環境を整備され、人にもやさしく、地域医
療施設としてなくてはならない存在である「虹と海のホスピタ
ル」様がさらなる低炭素化を目指すために着目されたのが地
中熱の利用でした。
地中の熱は、冬は暖かく、夏は冷たいことで知られており、他

の自然エネルギーに比べて安定しています。当社はそんな地
中熱の利用を実現するために、クール／ヒートチューブを採用
しました。

医療法人唐虹会  「虹と海のホスピタル」

クール／ヒートチューブによる効果

「環境を意識した施設」の
施工を担当して

九州支店 工事課 課長
富重 浩介

給気塔から外気を取り入れ、土中に埋設した高密度ポ
リエチレン管と井水貯留槽を通過させたＶＵ管を経由し
て、地中の熱と、井水を溜めた井水槽にて、外気が熱交換
することにより、夏期は外気が冷却され、冬期は外気が温
められて、冷房・暖房のエネルギー負担を下げています。
特に真夏や真冬のピーク時には、外気温と地中熱や井

水槽内温度との温度差が大きくなり、エネルギー削減効
果が高くなります。

クール／ヒートチューブの仕組み

高密度ポリエチレン管（６００Φ）

自然エネルギー源
● 夏場は外気より低い地中熱利用
● 冬場は外気より高い地中熱利用
● 夏冬通して１５℃前後と安定した温度の井水利用

Voice

　「地球環境と資源を大切にしながら最適空間を創造す

る」、当社の企業理念にも掲げられたこの想いを持って、

今回「虹と海のホスピタル」の新築設備工事を担当しま

した。

　お客さまである「虹と海のホスピタル」様は地域医療に

なくてはならない病院であり、患者の方々、医師、看護師

の皆さまなど、病院内の全ての人が快適に過ごせる空間

づくりに取り組み、私にとってもやりがいのある仕事、思

い出に残る現場となりました。また、地球環境保全への意

識も非常に高いお客さまで、省エネ効果が期待できる地

中熱を利用した空調システムを導入いただきましたが、そ

の施工、計測、考察、検証は、技術者とし

て大変勉強になりました。これから

も、さまざまな施設の設計・施工を

通じて、地球環境の保全と資源

の保護に貢献していきたいと

考えています。

虹と海のホスピタル

年間エネルギー削減量
夏 期：１３．４５ ＭＪ/年  冬 期：６５．３２ ＭＪ/年
エネルギー削減量：７８．７７ ＭＪ/年

エネルギー削減量の換算値
電気：５，４７０ｋＷｈ/年
ＣＯ２ 削減量：２．３ｔ－ＣＯ２/年

施 設 概 要
名 称
所 在 地
診 療 科 目

病 床 数

： 医療法人唐虹会　虹と海のホスピタル
： 佐賀県唐津市原８４２-１
： 総合心療科（心療内科・精神科）・内科・歯科
  こどもの心外来、ストレス外来、すいみん外来、
　もの忘れ外来
： ２６５床

給気塔

屋外

ポンプ

井水熱土中埋設
地中熱

アスファルト路面

：風の流れ（５m/s）

病院建物内

井水貯留槽

高密度ポリエチレン管
６００Φ（３系統）

夏期：地中温度＜外気温度
冬期：地中温度＞外気温度

各外気処理エアコン系
統へ空気が運ばれます

外気取入れ

１m
VU管 ３００Φ（４本×３系統）

VU管 ６００Φ

８m

躯体
チャンバー

躯体
チャンバー

土中埋設部

建物の熱負荷の約３０％は、新鮮な外気の導入に関わる負荷が
占めると言われています。クール／ヒートチューブは、この外気負
荷を減らすために地下にダクトを埋設し、そこに外気を通して地中
と熱交換して、夏期はクールチューブとして空気を冷却し、冬期は
ヒートチューブとして空気を暖房します。
このシステムは、できるだけ機械に頼らない快適な環境づくり

を目指したもので、決して新しい技術ではなく、昔から利用されて
いるものですが、再生可能な自然エネルギーを利用した、夏期で
も冬期でも省エネ効果が期待できる魅力的な技術と言えます。

クール／ヒートチューブとは

●クール／ヒートチューブシステム構成図

事業を通じての環境への取り組み
～自然エネルギーを利用した施設づくり～

２５m
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導入後、エコノパイロットＴＭの機能を最大限に活用し省エ
ネ効果を高めるため、次の取り組みを行いました。

①空調制御方式の変更
熱源を更新し、エコノパイロットＴＭを導入したものの、二次

側空調機は古いままで、空調制御方式も三方弁制御でした。
このシステムではポンプの回転数をコントロールして省エ
ネを行う変流量制御は難しいため、東京駅八重洲地下街様
のご理解のもと、約２年をかけて、全ての三方弁を二方弁に
交換し、二方弁制御方式に変更しました。

②「管路抵抗特性予測制御グラフ」の調整
当初２年間は、二方弁への交換による管路抵抗（管内の水

圧）の変化に合わせ、「管路抵抗特性予測制御グラフ」の調
整作業を繰り返しました。交換が進むにつれ、送水流量の制
御が可能となり、搬送動力を確実に抑えることができるよう
になりました。
また、２０１１年以降は、東京駅八重洲地下街様からご提

供いただいた熱源機の往還温度データに基づく微調整に
より、さらに省エネ効果を上げることができました。
二次側の冷温水ポンプの送水流量が抑えられ、単位動力

（ｋＷｈ）当たりの搬送流量も増え、ポンプの効率も上がりま
した。１ｋＷｈ当たりの送水量は、２００９年度を１００％とし
た場合、２０１２年度は１５３％になりました。 

導入後の取り組み

エコノパイロット™
※エコノパイロット™は横河電機株式会社
の商標登録です。

冷熱源：ターボ冷凍機 ８００ＵＳＲＴ+４６０ＵＳＲＴ×２　夜間電力利用の氷蓄熱を併用。
温熱源：温水ヒータ ９３０ｋＷ×３
　　　 熱源機器で作られた冷温水を二次ポンプ５５ｋＷ×３台（インバータ+エコノパイロット™制御）で空調機およびファンコ
　　　  イルに供給。

２００９年、東京駅八重洲地下街様の改修工事に合わせて
熱源改修を行い、同時に「エコノパイロットＴＭ」を導入いただ
きました。
エコノパイロットＴＭは、季節や運用により変化する熱源と

供給エリアに適応させた６パターンの「管路抵抗特性予測
制御グラフ」により、３台の空調二次ポンプを１台の低回転
運転から３台フル運転（冷房モード蓄熱槽蓄熱時（夜間））ま
できめ細かく制御し、要求流量を満たしながら極力少ない送
水圧力になるように調整して、動力エネルギーの大幅な削
減を実現しました。

エコノパイロット導入によるエネルギー削減

「東京駅八重洲地下街」 熱源改修

第三電機室 ボイラー室

冷凍機
熱交換器

冬期：１２～３月
緊急時（圧力一定モード） 手動夏期モード（５～１０月以外の時期に冷房したい時）

夏期：５～１０月 中間期：４,１１月 テナント夜間延長モード

第一電機室

二次
ポンプ

エコノパイロット™

蓄熱槽
深夜電力を
利用し蓄熱

通常冷房時
東側エリアに
供給

通常冷房時
西側エリアに
供給

西側空調機
東側空調機

●熱源システム構成図（２００９年エコノパイロット™導入時）

●八重洲地下街　熱源改修後の設備概要

冷凍機

第三電機室冷凍機が
畜熱運転時、東・西側
エリアに供給
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　一次熱源における２０１１年度のエネルギー使用量の落ち込みは、東日本大

震災における節電の影響も考えられますが、２０１２年度の数値は「キラピカ通

り」や「キャラクター通り」などのグランドオープンにより、東京駅八重洲地下街

の集客率が向上し照明器具等の内部負荷が増加した中でのものです。

　エコノパイロットTMは、今回のように利用する環境に応じて細かく設定の見直し

を行うことにより、さらなる省エネ効果を可能とする製品です。今後もお客さまと

ともに、低炭素化社会の実現を目指して、エネルギー使用量の削減に取り組んで

いきます。

まとめ
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０

５００

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

１,０００

１,５００

２,０００

２,５００
［MWh］ ５年間のエネルギー使用量の推移（MWh）

二次搬送動力 一次熱源 ［年度］

２００８　２００９：熱源改修、エコノパイロット™導入効果
熱源改修およびエコノパイロット™導入

２００８　２０１２：今回の熱源改修工事全体での
 　　   エネルギー削減効果

１５％
一次熱源

２４％
二次搬送

１２％
一次熱源

６０％
二次搬送 ２５％

一次熱源

６９％
二次搬送

２００９　２０１２：二次側流量適正化による効果
三方弁を二方弁に交換し、二次側流量適正化

●省エネ効果

エネルギー問題への関心が高まる中、省エネに関する技術は日々進歩しています。たとえば、熱源機器を
最新の省エネタイプに交換するだけでも多大な効果が期待でき、機器のポテンシャルを引き出すように
使用すれば、一層の省エネが可能となります。
ここでは、熱源機器の更新と当社の空調二次ポンプ省エネ装置「エコノパイロット™」の導入により使用エネルギー
の削減を果たした「東京駅八重洲地下街」での４年間（２００９年度～２０１２年度）の取り組みと実績をご紹介します。

事業を通じての環境への取り組み
～エコノパイロットによるエネルギーソリューション～



池田耕一先生には、昨年に引き続き貴重なご意見をいただき誠にありがとうございま

した。

本レポートでもご紹介いたしましたとおり、当社はこれまでＣＳＲを経営の根幹に据え、

日々の事業活動を通じて、全てのステークホルダーの皆さまとの共栄と地球環境の保全に

努めてまいりました。この取り組みを池田先生に「誠実かつ着実」と評価いただきましたこ

とは、今後さらにＣＳＲ活動を深化させるうえで非常に勇気付けられるものでございます。

取り巻く経営環境はまだまだ厳しいものがありますが、当社は喫緊の課題としての業績

の回復に取り組むとともに、皆さまの「ベスト・パートナー」となれるよう、今後も「誠実かつ

着実」にＣＳＲ活動を推進してまいります。

第三者意見を受けて

第三者意見

１９７１年に京都大学法学部を卒業し、松下電器産業（現パナ

ソニック）に入社。人事業務を担当後、初代企業倫理室長なら

びに初代リスクマネジメント室長として、CSR・コンプライア

ンス・リスクマネジメントなどに一貫して取り組む。２００７年

に同社を退職し、立教大学大学院ビジネスデザイン研究科

教授（２００７年～２０１２年）を経て、２０１２年より現職。

池田 耕一 氏
社会と企業研究所 所長
立命館大学大学院
経営管理研究科
客員教授

いけだ    こういち

取締役副社長 
社長室担当 兼 経営企画室長　

髙橋 俊之

２０１１年３月１１日の東日本大震災から２年半が過ぎましたが、
今なお避難者は３０万人を超え、４万８千以上のご家族が仮設住
宅で暮らされている現状を考えると、この震災が社会に与えた影
響の大きさをあらためて感じます。被災地の復興についても、瓦
礫の処理やインフラの再整備は着実に進んでいますが、復興のま
ちづくりはこれからであり、人々の生活に必要とされる病院、学
校、住宅や雇用を創出する工場等の整備が急がれます。
当社は、震災直後から、義捐金の寄贈等により被災地の支援
を行うとともに、お客さまの被災した施設の復旧に誠心誠意取り
組んでまいりましたが、２０１２年度には、さらにお客さまのご要望
に適宜適確な対応が取れるよう、東北支店に営業職社員と技術
職社員を増員し、復興支援体制の強化を図りました。
建設作業員の不足や資機材の高騰など、震災復興に関わる環
境には厳しいものがありますが、当社はこれからも設備工事事
業を通じて震災復興にご協力するとともに、地域社会の一員とし
て、でき得る限りの支援と協力を続けてまいります。 復興（新築）工事中の水産加工工場

氷畜熱槽交換作業

東日本大震災の被災地、福島県双葉郡川内村の復興事
業「川内高原農産物栽培工場建設事業」に設備工事業者と
して参加し、最新の技術と設備を備えた完全閉鎖型農産物
の水耕栽培施設を完成させました。
この事業は、「安全・安心な農産物の安定供給によって主

産業である農業の再生と地域における雇用拡大、活性化を
図る」ことを目的としたもので、本施設は川内村の復興のシ
ンボルとして２０１３年４月に本格稼動しました。

： 完全人工光型水耕栽培により季節を問わず通年栽培
： 葉菜類（リーフレタス・ハーブ類等）
： ４,３２４.８m2（１,３０８坪）
：生産株数：最大８,０００株／日、約２８０万株／年
　（リーフレタス換算）
：生  産  量：最大８００kg／日、約２８０t／年
： 播種から約４０日で収穫可能
： ２５名程度

工場機能
栽 培 方 式
生 産 物
栽 培 面 積
生 産 能 力

生 産 日 数
雇 用 人 数

施設概要  
施 設 名
所 在 地
建 築 面 積

： 川内高原農産物栽培工場
： 川内村大字下川内字松川原１１番及び１１番の３
： ２,４６７.１０m2

復興支援施設の建設に参加

工場全景

野菜栽培室

東日本大震災から２年半

東日本大震災  復旧・復興への取り組み

　「朝日工業社CSRレポート２０１３」の全編を貫いている
ものは、「分かりやすさ」です。これはまた、日常の仕事や
CSR活動に厚みと深みをもたらしているだろうことは想像
に難くありません。
　たとえば、空気・水・熱に関する高度な技術によって「快
適環境・最適空間」を創造するとの使命は事業領域ときわ
めて分かりやすく直結しており、業務遂行に力強さと誇り
を与えています。環境報告における２つの事業報告がその
典型事例です。JA北魚沼「利雪型米穀低温貯蔵施設」の簡
潔かつ明快なストーリーと適切な写真・図による説明に、
なるほどと何度も頷きました。同社の実践的技術力の高さ
も伝わってきます。また、“地中熱”を利用した「病院施設（虹
と海のホスピタル）」づくりの事例も同様です。その意義
は、工事担当者の「私にとってもやりがいのある仕事、思い
出に残る現場となりました」との実感あふれるコメントに如
実に表れています。

　また、社会性報告における各ステークホルダーごとの取
り組みは誠実かつ着実であり、「ベスト・パートナー」を目指
すとの創業以来の基本思想がいまもなお現実のものと
なっていることの反映といって過言ではありません。そし
て、各支店における各地の実情に応じたさまざまな清掃活
動など、社会貢献活動が身近なことから展開され、社内に
根付いた活動となっていることがよくわかります。
　なお、本レポートはCSR活動の報告に加えて、同社の歩
みや最新技術・製品紹介なども含めた、いわば「まるごと朝
日工業社」ともいえる内容になっていることも大きな特徴
です。いまグローバルに求められつつある統合報告のひと
つの先駆けともいえましょう。
　今後とも、素晴らしい持ち味といえる誠実かつ着実な取
り組みによるCSR活動のレベルアップに、さらには、グルー
プ全体へのより一層の拡大に取り組んでいかれることを心
から期待しています。
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